
マ
リ
ン
ポ
ー
ト
か
ご
し
ま

（鹿

児
島
市
）
に
来
航
す
る
客
船
の
数

が
急
増
し
、
志
布
志
港

（志
布
志

市
）
の

「国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
遵

選
定
で
、
今
後
さ
ら
に
鹿
児
島
県

の
港
に
入
る
外
国
船
の
増
加
が
見

鑑
貌
ダ
襲
が

燿
△

の
需
要
は
高
ま
る
一方
だ

が
、
後
継
者
確
保
が
課
題
だ
。

‐６
日
朝
、
鹿
児
島
市
南
栄
４
丁

目
の
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
グ
レ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
岸
壁
に
、
飼
料
用
大
豆

や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
積
ん
だ
キ
プ

ロ
ス
船
籍
の
大
型
貨
物
船
が
、
ゆ

っ
く
り
と
近
づ
き
接
岸
し
た
。

船
の
プ
リ
ッ
ジ
で
は
、
水
先
人

の
松
下
忠
夫
さ
ん
（∞
）
＝
同
市
＝

が
、
隣
に
立

つ
避

長
に
指

示
を
出

第 27335号 2018年 (平成30年)2月 26日 月曜日

0三な 翡畿  水先人
水 先 法 で 定 め られ た 国 家 資 格 。 船

舶 の 業 務 範 囲 に 制 限 の な い 1級か

ら、 5万トンまで の 2級、 2万トンま で

の 3級が あ る 。 船前 交通 の 多 い 全 国

35カ所 の 水 域 が 、 水 先人 の 案 内 が 必

要 な 水 先 区 に 設 定 され 、 約 670人が

活 躍 して い る。 鹿 児 島 水 先 区水 先 人

会 に は 3人が在 籍 す る。

増 え

行
う
。

周
辺
海
域
の
状
況
や
船
の
位
置

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
グ
レ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
に
入
港
す
る
大
型
貨
物
船

＝
‐６
日
、
塵
塁
量
湾

か
ら
、
事
前
に
検
討
し
て
お
い
た

ル
ー
ト
を
提
案
。
当
日
の
潮
の
流

れ
や
風
も
考
慮
し
な
が
ら
、
船
を

岸
壁

へ
導
く
。

「慣
れ
な
い
外
国
の
港
で
は
水

先
人
が
頼
り
。
大
型
船
が
事
故
と

な
れ
ば
、
環
境
や
社
会
的
な
影
響

は
大
き
く
責
任
重
大
だ
」
と
松
下

さ
ん
。
「船
を
着
け
た
後
、
フ
ア
ッ

ジ
ョ
ブ
』
と
褒
め
て
も
ら
え
る
こ

と
が

一
番
う
れ
し
い
」

◇
◆
◇

国
の
港
湾
調
査
に
よ
る
と
、
２

０
１
６
年
に
鹿
児
島
県
内
の
港
に

入
港
し
た
外
航
面
船
は
１
５
９
２

隻
。

１０
年
前
と
比
べ
、
４
０
０
隻

以
上
も
増
え
た
。

研
年
の
マ
リ
ン
ポ
ー
ト
か
ご
し

ま
完
成
で
、
大
型
客
船
な
ど
外
国

か
ら
の
観
光
船
も
急
増
。
同
年
の

２
隻
が
、

１７
年
は
１
０
８
隻
と
、

１０
年
間
で
５
億
近
く
に
な
っ
た
。

マ
リ
ン
ポ
ー
ト
の
岸
壁
延
長
や
志

布
志
港
の
整
備
方
針
を
踏
ま
え
れ

ば
、
将
来
的
に
は
さ
ら
に
多
く
の

入
港
が
見
込
ま
れ
る
。

鹿
児
島
で
現
在
活
動
す
る
水
先

人
３
人
は
、
∞
～
Ю
代
の
１
級
免

許
取
得
者
。
水
先
区
に
設
定
さ
れ

て
い
る
鹿
児
島
港
に
加
え
、
志
布

志
港
、
川
内
港
な
ど
に
交
代
で
出

向
き
、
１
人
平
均
月
２０
隻
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
。

今
村
義
幸
さ
ん
（７３
）
＝
鹿
児
島

市
＝
は
タ
ン
カ
ー
な
ど
の
船
長
を

勤
め
た
後
、
ｍ
代
半
ば
に
水
先
人

に
な

っ
た
。
「
い
ず
れ
、
３
人
で

は
回
ら
な
く
な
る
だ
ろ
う
」
と
心

配
す
る
。

◇
◆
◇

た
だ
、
水
先
人
に
な
る
た
め
の

ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。

旦

至

傘

人

〈
蓬
援

昼

（壼

８

に
よ
る
と
、
免
許
を
取
得
す
る
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
水
先
区
別
に
試
験

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
１
級
免

許
に
は
、
総
ト
ン
数
３
千

ント
以
上

の
船
舶
に
２
年
以
上
船
長
と
し
て

乗
船
し
た
経
験
が
必
要
だ
。
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｃ
５
０
０
点
以
上
の
英
語
能

．

力
や
、
海
図
を
描
く
技
術
も
求
め

ら
れ
る
。

今
村
さ
ん
は

「免
許
取
得
の
ハ

ー
ド
ル
を
下
げ
る
の
は
事
故
の
元

に
な
る
。
し
か
し
趙
長
を
退
職
後
、

”
代
か
ら
新
た
な
勉
強
を
す
る
の

は
年
齢
的
に
も
大
変
だ
」
と
指
摘

す
る
。
求
人
に
も
な
か
な
か
応
募

が
な
い
と
い
う
。

日
精
天
尺
バ
は
０７
年
度
に
資
蟹
要

件
を
緩

和
し
た
が
、
担
い
手
確

保
が
難
し
い
状
況
は
変
わ
ら
な

い
。
今
村
さ
ん
は

「地
方
で
水
先

人
を
３
級
か
ら
育
て
る
の
は
難
し

い
。
将
来
的
に
は
、
規
模
の
大
き

い
水
先
人
会
と
連
携
し
て
育
成
す

る
態
勢
づ
く
り
が
必
要
だ
」
と
提

案
す
る
。

（児
玉
裕
子
）

県内3人、担い手課題

水
先
人
需
要
が
急
増

す
姿
が
見
え
た
。

水
先
人
は
船
舶
代
理
店
な
ど
を

通
じ
て
仕
事
の
依
頼
を
受
け
、
出

向
く
。
接
岸
の
数
時
間
前
ヽ
沖
合

一
で
停
泊
す
る
船
に
タ
グ
ボ
ー
ト
か

一
ら
移
る
と
、
入
港
ル
ー
ト
に
つ
い

て
鉛
長
と
入
念
に
打
ち
合
わ
せ
を

船
が
安
全
に
入
港
で
き
る
よ
う
、
フ
リ

ッ
ジ
に
立

っ
て
案
内
す
る
水
先
人
の
松

下
忠
夫
さ
ん

（左
）
＝
１６
日
、
鹿
児
島

市
南
栄
４
Ｉ
日
の
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
グ
レ

ー
ン
セ
ン
タ
ー


